





Studies on Derivatives of Diphenylene Oxide. IV. 
Disperse Dyes from 2・AminodiphenyleneOxide as Diazo-component. 
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Disperse dyes were synthesized by coupling diazotized 2・aminodiphenyleneoxide 
with couplers. The following results were obtained : 2-Aminodiphenylene oxide (1)一→
Diacetylani1ine. À~ax 361mμ. mp 195.5-60C ; 1ー→Monomethylaniline，A払x 398mμmp 
133-4.50C ; 1ー→Dimethylani1ine，A払x412mμ， mp 212-2.50C ; 1ー→ 0・Oxyethylaniline，
À~ax 404m，μ， mp 138-9.50C ; 1-→かOxyethylmethylaniline，À~ax 413mμ. mp 166--7. 50C ; 
I一→m・Choro・s，s' -dioxyethylaniline， A払x421m，μ， mp 181-2.50C 1ー→βOxyethyl-m-
toluidine， À~ax 413mμ， mp 129-30oC ; 1ー→Diethylaniline，À~ax 418 mμ， mp 116.5-70C ; 
I一→ s-Oxyethylethylani1ine，À~ax 417mμ. mp 101.5-2.50C. 
The fastness properties of these disperse dyes on diacetate-， polyester-and acryloni-
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リン(目〉などをカップリング成分とする分散性アゾ染料を合成し，ジアセテ{トおよび合成繊維
に対する染色性をしらべたので報告するO
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a) 染料の9%アルコール溶液を目立製光電分光光度計 EPB-u型で測定




































合成されたものであるO 収率 90.2%0s-オキシエチルアニリン CW)，sー オキシエチルメチルアニ
リン CV)， mーグロル-s，sにジオキシエチルアニリン CV!)， s-オキシエチルーm トー JレイジンCVU)
および 8ーオキシエチルエチルアニリン(医〉は， それぞれ相当するアミンとクロルヒドリンをカ
性ソーダまたは炭酸カルシウムの存在下でか熱して合成されたものであるo N， bp 159---1630 C / 
16mmHg; V， bp 145-1550C/15mmHg ;礼 bp200-2030C/5mmHg ; mp 870C 四.bp 





20白nlの磁製ピーカーに2-AD (mp 125.5-60C) 2gをとり7k30mlおよび濃塩酸2mlを加え




20m1溶液を加えながら pHを5-6に調節した。 16hrカキマぜ，ジアゾ成分を 8ーナブトー ノレの
アルカリ水溶液で，カヴプリング成分をジアゾ化スノレブァニル酸で、調べ，両成分のないことを確め，
一夜放置，ロ過，水洗，乾燥して黄色の沈澱3.0gを得た。これをカ性ソーダ0.16gおよび水48m1
と30min煮沸，加水分解し， mp 155-1610 C (d)の物質2.2gを得た。これを100m1の丸底フラ
スコに入れ，無7k酢酸23gを加え.1hr還流させ， 300mlのぜーカー中の水 10白nlに注入してよ




2-AD 19を同様にして N/10亜硝酸ソーダ水溶液 (f=0.9813)56.5m1により100Cで 1hr50 
minを要してジアデ化し，徴量の不溶物をロ過し，ロ液に10-150Cで nO.6gのアルコール 2ml
溶液を 1hrで加え，同時に無水酢酸ソーダ0.8gの水10m!溶液を加えた。 5hr後に両成分が検出さ
れなくなったので一夜放置，ロ過， 71¥洗，乾燥して mp127-1320 Cの粗盟1.4g(収率93%)を得
た。アルコールから再結晶して mp133-4.50 Cの酒 (N，実験値13.66%，計算値13.95%)を得
たO
2・3 染料Xlo合成
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し，ロ週， 7.K洗，乾燥して mp116-230Cの粗XIV2.0g (収率53%)を得た。アルコールから 3回
再結晶して mp138-9.50CのXN(N，実験値12.03弘計算値12.69%)を得た。
2・5 染料xvの合成
2-AD 19を同様にして N/I0亜硝酸ソーダ水溶液 (f=0.9813)54.7mlにより100Cで 1hr30 
minを要してジアグ化し，徴量の不溶物をロ過し，このロ液に10-150Cで.V O.8gのアルコ{ル
20ml溶液を1hr40minで加え，つぎに無水酢酸ソーダ1.4gの7K20ml静液を4hrで滴下した。 17
hr 15minカキマゼ，両成分のなくなったことを確め，ロ週， 7.K洗，乾燥して mp151-90Cの粗
XV1.2g (収率66%)を得た。 アルコールから 2回再結晶して mp166--7.50 CのXV(N，実験値
11.26%，計算値12.17~五〉を得た。
2・6 染料XVIo合成
2-AD 2gを同様にして N/I0亜硝酸ソ{ダ水溶液 (f=O.9869)110m1により 8-100Cで 2hr
30minを要してジアゾ化し，微量の不溶物をロ過し，このロ液に9--150 Cで、VI2.4gのアルコール
6ml溶液を2hrで滴下した。同時に無7.k昨聾ソーダ3gの7.K20ml溶液を加え， pH5--6に調節し








乾燥して mp77-83.50Cの粗xvn3.5g C収率92.8%)を得た。メタノールから 3回，つぎにアル
コールから 2回再結品して mp129-30oCのXVI CN，実験値11.70%，計算値12.17%)を得た。
2・8 染料I閣の合成





















したのも，マルセルセッケンの0.5%溶液にて，浴比1: 40， 600 C， 10rninソーピングを行ない，
水洗乾燥した。
アクリロニトリル系繊維の場合には，浴比1:30， 500 Cで布を入れ， 20minで93-60Cにあげ，
この温度で1hr染色，水洗したのち，浴比1:30， 700 C， 10minで同様にソーピングを行ない，水洗，
乾燥した。
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